
16 
 

令和６年度厚生労働科学研究費補助金 

（女性の健康の包括的支援政策研究事業） 

分担報告書 

 
日本人女性における、BMI が無月経リスクに与える影響、および、 

女性の飲酒に関係する要因についての疫学研究 

 

研究分担者 森崎 菜穂（国立成育医療研究センター社会医学研究部） 

研究分担者  瀧本 秀美（国立医薬基盤・健康・栄養研究所） 
研究分担者  池原 賢代（琉球大学・医学部保健学科） 
研究分担者  中里 道子（国際医療福祉大学医学部） 
研究協力者 糸井 しおり（国立成育医療研究センター社会医学研究部） 

 

 

研究要旨 

【目的】本研究は、日本人において①BMIが無月経に与える影響 ②女性の飲酒に関係する要

因を調べることを目的としている。令和 6年度は、①、②それぞれについて情報を取得している

既存コホートからデータを抽出し分析を行った。 

【方法】①BMIおよび月経ログが含まれている既存調査データ(ルナルナアプリユーザー(女性

24,562 人)の縦断調査)の取得、および分析を行った。②女性の飲酒量および飲酒頻度、および

社会的背景を調査しているあるいは追加で調査することができる日本人女性の大規模コホート

(The Japan Society and New Tobacco Internet Survey (JASTIS))、および一般女性を対象に行

われた質問紙調査のデータ(「「ルナルナ」を用いた女性のリプロダクティブヘルスとこころの健

康及び社会的リスク要因に関する研究」)を収集した。JASTIS 調査参加者男女 29,268 人の縦断

調査からは、飲酒の要因の性差、High-risk drinking (HRD、平均純アルコールが男性 40g/日、

女性 20g/日以上)について分析を行った。ルナルナアプリユーザー(女性 24,562 人)の縦断調査

では飲酒の月経周期への影響、Binge Drinking(1 回の飲酒量≧純アルコール 60g/日)について

分析を行った。 

【結果】①BMI と月経周期(月経平均日数、月経平均日数の標準偏差、無月経の割合、稀発月経

の割合)は J字の関連を示した。ふつう BMI群と比較して、やせ群は周期日数の平均と標準偏差

が大きく、月経周期異常の割合が高い傾向にあった。②JASTIS 調査からは、女性において HRD群

で精神的ストレス（K6score≧13)の割合が有意に高く、男性においてはこの関連は有意ではなか

った。ルナルナアプリ調査では Binge Drinking群は非該当群と比較して月経周期日数が有意に

長く、月経周期異常の割合が有意に高かった。 

【結論】①BMI が低いと無月経や稀発月経のリスクが上がることが示唆された。②女性では飲酒

は精神的ストレスと関連している可能性がある。また飲酒により月経周期に影響をおよぼすこ

とが示唆された。 
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Ａ．研究目的 

国民健康づくり対策として開始された「21 世

紀における国民健康づくり運動」の、令和６年

度からの「二十一世紀における 第三次国民健

康づくり運動（健康日本 21（第三次）」では 、

女性特有の問題として「やせ」、また男性と比

べ増加傾向にある「飲酒」について、項目立て

がなされた。 

しかし、それらがもたらす女性の身体への負

の影響、ならびに、それらが起きている背景に

ついてはエビデンスが少なく、課題解決に向け

た具体的提言をすることができていない。 

そこで、本研究は、日本人において、①BMI

が無月経に与える影響 ②女性の飲酒に関係

する要因を調べることを目的に実施した。 

令和６年度は、①、②それぞれについては情

報を取得している既存コホートからデータを

抽出し分析を行った。 

 

Ｂ．研究方法 

①BMIが無月経に与える影響 

本研究は、研究者らが別財源（日本医療研究

開発機構（AMED）「プレコンセプションの女性

に着目した疾患予防に関する総合的ケア方法

の確立」）で実施した調査（「「ルナルナ」を用

いた女性のリプロダクティブヘルスとこころ

の健康及び社会的リスク要因に関する研究」）

の調査参加者約 2万名のデータを用いた、二次

分析研究である。 

 今年度は、当該データの取得、および調査参

加者の月経ログと BMI の関連について分析を

行った。アウトカムとして月経ログからは個人

の平均周期日数、平均周期日数の標準偏差を算

出した。月経異常に関しては、周期日数が 90

日以上の場合無月経、平均周期日数が 39 日以

上 90 日未満の場合を稀発月経と定義した。月

経に影響を及ぼす因子を補正し、スプライン回

帰モデルから BMI の連続値をそれぞれのアウ

トカムとの関連を分析した。また BMIカテゴリ

ー(やせ(15-18.4)、ふつう(18.5-22.9)、肥満

1(23-29.9)、肥満 II(30-35))ごとに月経異常

のオッズ比を算出した。 

 基礎体温データからは、2相性周期を黄体期

と卵胞期の平均値の差が 0.2 度以上と定義し、

個人の 2相性周期の割合を算出した。スプライ

ン回帰モデルから BMI の連続値と 2 相性周期

の割合の関係を分析した。 

 

②女性の飲酒に関連する要因分析 

 本研究は、女性の飲酒量および飲酒頻度、お

よび社会的背景（経済状況、労働状況、心理的

状況など）を含むコホート情報を分析し、飲酒

量および頻度に影響を与える社会背景因子を

調べる疫学研究である。 

国内で近年実施されてきた、女性の飲酒量お

よび飲酒頻度、および社会的背景（経済状況、

労働状況、心理的状況など）の情報を収集して

いる 2020 年以降に実施された大規模調査とし

て、以下を同定しデータを取得した。 

・The Japan COVID-19 and Society Internet 

Survey (JASTIS) 2021-2023 

(※調査対象はインターネット調査会社のパネ

ルメンバーである全国の 16-79歳の男女) 

・「「ルナルナ」を用いた女性のリプロダクティ

ブヘルスとこころの健康及び社会的リスク要

因に関する研究」 

(※調査対象は月経管理アプリ「ルナルナ」の

ユーザー約２万人) 

飲酒に関してのアウトカムは以下を使用し

た。High-risk drinking (HRD)は平均純アルコ

ールが男性 40g/日、女性 20g/日以上と定義し

た。Binge Drinking は 1 回の飲酒量≧純アル

コール 60g/日と定義した。 

参加者の精神的ストレスを評価する指標と
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して、K6尺度を使用した。K6スコアが 13点以

上を陽性とした。 

 月経管理アプリ「ルナルナ」からは月経ログ

データも収集した。月経ログから個人の月経周

期の平均日数、標準偏差を算出した。また月経

平均日数が 24日以下、39日以上を月経異常と

定義した。 

（倫理面への配慮） 

 本研究にて利用する情報はいずれも個人を

特定できる情報（氏名等）は含まないが、既存

データの個票データを入手し二次分析を行う

にあたり、国立成育医療研究センターの倫理委

員会にて承認を得た。 

 

Ｃ．研究結果 

①BMIが無月経に与える影響 

「ルナルナ」を用いた女性のリプロダクティ

ブヘルスとこころの健康及び社会的リスク要

因に関する研究」で実施した調査の調査参加者

は 24,155 名であり、うち質問紙 Wave1,2 とも

に回答した者は 10,465 人、そのうち月経開始

日の入力が３回未満であった参加者（37 名）、

全ての月経周期が全周期の分布から見て±4SD

外にある周期（1,645）、妊娠・不妊治療中ある

いはピル・子宮内避妊器具を使っている者

（1,117 名）を除いた 8,745 名の 191,426周期

を解析対象とした。また基礎体温の入力があり、

卵胞期と黄体期の平均値の差が 3 周期以上算

出できた 3,221 名のデータから 2 相性周期の

割合の解析を行った。 

 8,745 名の 191,426 周期から、BMI と月経周

期(月経平均日数、月経平均日数の標準偏差、

不正出血の割合)は J 字の関連を示すことがわ

かった。ふつう BMI(約 BMI20-21kg/m2)と比較

して、やせ群は周期日数の平均と標準偏差が大

きく、無月経と稀発月経の割合が高い傾向にあ

った。 

 また BMIカテゴリーごとの解析では、ふつう

BMI群と比較して、やせ群では無月経のオッズ

比が有意に高く、肥満 I群では稀発月経、肥満

II 群では稀発月経と無月経のオッズが有意に

高かった。(表１、２) 

 

 

（表１）稀発月経 

BMI n (%) オッズ比 95%信頼区間 

やせ 

(n=1209) 

89 

(7.4) 

1.40 (0.99, 1.98) 

ふつう 

(n=5185) 

303 

(5.8) 
ref - 

肥満 I 

(n= 

1124) 

87 

(7.7) 1.56 (1.11, 2.18) 

肥満 II 

(n= 

1227) 

136 

(11.1) 2.63 

(1.97, 3.50) 

（表 2）無月経 

BMI n (%) オッズ比 95%信頼区間 

やせ 

(n=1209) 

60 

(5.0) 

1.78 (1.78, 2.70) 

ふつう 

(n=5185) 

169 

(3.3) 
ref - 

肥満 I 

(n= 

1124) 

42 

(3.7) 1.29 (0.81, 2.04) 

肥満 II 

(n= 

1227) 

78 

(6.4) 1.94 

(1.33, 2.83) 

 BMIと 2相性周期の割合に関しては、逆 J字

の関連を示した。これより BMIが低くても高く

てもふつう BMI(約 BMI20-21kg/m2)と比較して

2相性周期の割合が低くなる傾向を認めた。 
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②女性の飲酒に関連する要因分析 

 JASTIS 調 査 か ら は 、 High-risk 

drinking(HRD)群は男性で14% (1,456/10,019

人)、女性で12% (1,260/10,302人)であった。

HRD群は非該当群と比較すると男女ともに年齢

が高く、就労状況・婚姻状況・喫煙歴・学歴・

収入・居住状況に有意差を認めた。女性と男性

それぞれにおいてHRDと精神的ストレスを比較

すると、女性においてHRD群で精神的ストレス

（K6score≧13)の割合が有意に高く、男性にお

いてはこの関連は有意ではなかった。 

 ルナルナアプリ調査では HRD に該当する者

は参加女性のうち 17%(1,695/9,716 人)Binge 

Drinking 群は 24%(2,352/9,668 人)であった。

Binge Drinking 群は該当しない群と比較して

喫煙率、夜勤あり労働者の割合が高く、子供同

居率・婚姻率・運動習慣率・学歴が低く、年齢

と BMIが高かった。また Binge drinking群で

は非該当群と比較して月経周期日数が有意に

長く、月経周期異常の割合が有意に高かった。

(表３) 

 非該当

群 

Binge 

Drinker 群 

p値 

平均周期日数 

mean (SD) 

31.5 

(4.9) 

31.6 (5.0) 0.01 

標準偏差 

mean (SD) 

1.4 

(1.5) 

1.4 (1.6) 0.84 

月経異常  

n(%) 

282 

(7.2) 

148 (8.1) 0.01 

Ｅ．結論 

 ①やせは有意に無月経のオッズ比が上昇す

ることが観察された。また BMIと月経アウトカ

ムの比較から、BMI が低値、高値のいずれも影

響を及ぼし、月経異常を呈することが示唆され

た。 

②男女ともに調査(JASTIS 調査)からは女性に

おいて HRD群で精神的ストレス（K6score≧13)

の割合が有意に高く、男性においてはこの関連

は有意ではないことが観察された。女性のみの

調査 (ルナルナアプリ調査 )からは Binge 

Drinking 群は非該当群と比較して月経周期日

数が有意に長く、月経周期異常の割合が有意に

高いことが観察された。女性では飲酒は精神的

ストレスと関連している可能性がある。また飲

酒により月経周期に影響をおよぼすことが示

唆された。 

今後これらのデータの定量的検証により、や

せが無月経に与える影響、女性の飲酒に関係す

る要因、等の女性の健康課題への取り組みに資

する成果を提供することを目指す。 
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